
 

上記 7 点は、学校給食法に定められた「学校給食の目標」です。これらの目標を達成できる
よう、献立作成を行い、給食指導、食育授業等を行います。給食を通して、児童の食に対する
興味・関心がより高まるよう学校が一丸となって取り組みます。 

期待に胸をふくらませ、希望に満ちた新年度の始まりです。
心も体も大きく成長するためには健康が第一の条件です。 
 学校給食では、食事のマナーや栄養、食べ物について学習
し、感謝の気持ちと豊かな心を育み、丈夫な体を作ることを目
標としています。給食を通して子どもたちが心身ともに大きく
成長することを祈っています。  

志木市立志木第三小学校 

栄養教諭 藤本千尋 
 志木第三小学校の給食室では、８名の調理員が力を合わせて約６４０人分の

給食を提供しています。毎日朝早くから、気持ちを込めて給食を作ってくださ

る調理員さんに感謝して、残さずおいしくいただきましょう♪ 

 

物価高騰の影響を受け、給食費も大変厳しい状況となっております。ただし、令和６年度４月から

約３か月間については、補助金により給食費は無償となっております。また、１年間１食当たり４０

円の補助金を受けることができるため、毎月 4,410円（手数料の１０円を含む）となります。 

本校では、ゆうちょ銀行の口座から引き落としにて給食費をお支払いいただきます。引き落とし

日は原則 5 日です。さくら連絡網等でお知らせしますので、口座残高の確認をお願いします。学校

給食は保護者の皆様にお支払いいただく給食費のみで食材を購入します。引き続き学校給食へのご

理解・ご協力をお願いいたします。 

志木第三小学校では、校内にある給食室で、衛生面に配慮し安全でおいしい給

食を提供しています。 

原材料のはっきりした、安全なものを食べてもらいたいという思いから、ハン

バーグやコロッケなど、できる限り手作りをしています。だしやスープをとる時

にも、だしのもとやコンソメは使用せず、煮干や削りぶし、昆布や豚骨、鶏がら

などを使って、素材の味を活かした調理を心がけています。 

 

子どものころからいろいろな食品に触れ、様々な食体験をすることで味覚の

発達や望ましい食習慣の形成に繋がります。 

給食ではできるだけ旬の食材を使って、季節感のある献立作成を心がけてい

ます。もしかしたら子どもたちが初めて食べる食材や料理があるかもしれませ

ん。給食では苦手な子が多い食材も、味つけや切り方を工夫して食べやすく料

理しています。初めての食品にも勇気をもってチャレンジできるよう応援して

あげてください。 

 

給食では埼玉県産の食材を積極的に使用しています。毎日の牛乳やお米

は全て埼玉県産、パンの小麦粉も半分は県産のものです。 

給食では伝統的な行事食（こどもの日、七夕、七五三、小正月等）や校内の

行事にちなんだ料理を大切にしています。また埼玉県はもちろん、地域の郷土

料理等も給食の中で紹介します。ご家庭でも給食についてたくさん話題にして

いただき、子どもから家庭へ家庭から地域へと食育の輪が広がっていくといい

なと思います。 

４月号は、保護者様に向けた内容となっております。５月号から、行事食や旬の食材につい
てや、食育授業の様子などをお伝えしていく予定です。１年間よろしくお願いいたします。 


